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山本 まさの
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埼玉県議会

埼玉民主フォーラム  越谷支部

〒343-0821 

越谷市瓦曽根1-20-6  K-１ｓｔビル 3F
e-mail : masano.y4400@gmail.com
http : //www.y-masano.jp/
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Tel:048-833-1710（平日8：30～17：15）

大野知事、代表質問に今後への意欲を答弁
　2月定例会が、2月20日（月）か

ら3月17日（金）まで開催されま

した。2月24日の代表質問（任期

満了に伴う今夏の知事選に向け

ての意向について）に対し大野知

事からは、「県内の首長や議員の

皆様からも評価をいただいた。

意見を重く受け止め、未来への

責任を担うための礎を確固たる

ものにするべく準備を進めてまい

りたい」との答弁がありました。

▼写真は、知事室にて（大野知事と懇談中）

令和5年度（2023年）埼玉県予算が成立！
　2月定例県議会では、「ポスト

コロナ元年」にふさわしい大きな

変革の年として、3つの考えに基

づいた施策の予算案など82議案

を可決・承認・同意しました。

　令和5年度の一般会計予算額

は、2兆2,110億9,500万円

（前年度比0.8％減）、一般会

計・特別会計・企業会計の合計

額は3兆6,584億6,987万５千

円で、前年度比0.4％増となりま

した。　予算の詳しい内容は、裏面へ

後援会集会で県政を報告します

土屋らいむ後援会主催の集会に

山本まさのがゲスト出演します！
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１ 社会的課題の解決と経済の両立

・DXの推進による生産性の向上

　全庁GIS（地理情報システム）による官民のまちづくりの推進など　

　➡➡➡ 15億 7,500万円

・資源のスマートな利用の推進

　脱炭素化とエネルギーレジリエンスの確保、サーキュラエコノミーの推進など

　➡➡➡ 18億 8,300万円

・働き続ける人材の育成・確保

　県の課題解決に必要な人材の確保（保育士・医師）など

　➡➡➡ 2億3,400万円

２ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止

・保健・医療提供体制の確保

　病床確保のために生じる空床や休止病床に対する補助など　

　➡➡➡ 907億 2,132万 6千円

・軽症者の療養体制及びフォローアップ体制の確保

　宿泊療養施設の確保・運営及び陽性患者の搬送など　

　➡➡➡ 344億 2,160万 6千円

・高齢者支援体制の強化 

　生活介護を必要とする陽性の高齢者を対象とした高齢者支援型臨時施設を確保・運営

　➡➡➡ 28億 7,527万 3千円

３ 「日本一暮らしやすい埼玉」実現への加速

・災害・危機に強い埼玉の構築

　防災関連公共事業の推進、危機管理・防災対策の再構築など　

　➡➡➡ 1,916億 9,500万円

・県民の暮らしの安心確保

　交通安全対策の推進（通学路グリーンスポットや、歩道や自転車通行空間の整備等）など

　➡➡➡ 264億 4,000万円

・介護・医療体制の充実 

　人材確保・定着対策の推進（介護の魅力のプロモーションなど）、地域医療体制の充実など

　➡➡➡ 1,491億 800万円

・子育てに希望が持てる社会の実現

　子育て支援の充実、少子化対策の推進、児童虐待防止対策の強化など

　➡➡➡ 144億 2,000万円

・誰もが活躍し共に生きる社会の実現 

　障害児・者の自立・生活支援、LGBTQへの支援、障害者と健常者一体のアスリート支援など

　➡➡➡ 12億 5,300万円

・未来を見据えた社会基盤の創造

　「あと数マイルプロジェクト」の推進、埼玉版スーパー・シティプロジェクトの推進など

　➡➡➡ 233億 9,200万円

・稼げる力の向上

　県内中小企業に対する支援、SAITAMAロボティクスセンター（仮称）の整備など

　➡➡➡ 215億 8,700万円

「ポストコロナ元年」にむけて、令和5年度予算の主な内容

予算特別委員会で質問

　2月定例会 会期中、3月7日か

ら15日まで開催された「令和5年

度予算特別委員会」において、私

は以下の質疑を行いました。

   部局別質疑

■ 県民生活部

・スポーツインライフ推進事業について

・ボッチャの普及について

・バーチャル空間における魅力発信について

■ 総務部

・女性管理職の活躍について

・女性職員のためのキャリアデザイン研修について

■ 福祉部

・子供の居場所づくり支援事業について

・子ども応援ネットワーク埼玉について

・放課後児童支援員の確保及び定着支援に

ついて

・児童相談所職員の負担軽減について

■ 保健医療部

・女性医師の支援について

■ 教育委員会

・部活動の充実・支援について

・中学校部活動指導員活用事業について

　 総括質疑

１． 地域医療の充実について

　（１）医師会との連携について

　（2）救急医療について

２． 県庁における女性職員の活躍について

３． ライブコマースによる県産品の販売促進について

４． バーチャル空間の活用について
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